
医理連携による進行がん治療のための国際医療拠点形成事業 

 
兼田加珠子、豊嶋厚史、樺山一哉、白神宜史、寺本高啓、角永悠一郎、加藤弘樹、渡部直史、

大江一弘、真鍋良幸、下山敦史、永田光知郎、吉村崇、福田光宏、中野貴志、下瀬川恵久、

金井好克、深瀬浩一、小川哲生 

医理核連携教育研究プロジェクト 

 

本プロジェクトでは、理学研究科、医学系研究科、核物理研究センター、放射線科学基盤

機構の連携のもとに、加速器を用いた放射性核種の製造とそれを用いた医学応用について

共同研究を実施している。核物理学、核化学、生体分子化学、核医学を融合することにより

初めて実現可能な医理連携研究を推進するとともに、関連する教育の推進を目的としてい

る。多様な学際融合研究を推進することにより基礎研究の成果を基盤にした臨床応用を実

現することを目指しており、新規イノベーションの創出につながることが期待できる。  

 2022 年より阪大病院において甲状腺がんの治療薬としてのアスタチン化ナトリウム

(Na211At)の医師主導治験が開始された。また、昨年に引き続き、α線放出核種を用いた次世

代核医学治療法の開発を進めるため、211At（アスタチン 211）を用いた標識薬剤の合成法検

討ならびにその細胞毒性評価を実施した。加えて、正常動物やがん担持動物を用いた動態確

認を行うと共に、治療効果の検討を進め、Na211At に続く新規薬剤の研究開発を進めている。

具体的には、以下のとおりである。 

 

・211At 標識 PSMA リガンド 

前立腺がんに発現する前立腺特異的膜抗原（PSMA; Prostate Specific Membrane Antigen）

を標的とした標識薬の開発に成功し、その有効性を確認した。本シーズは 2022-2026 年度 

日本医療研究開発機構（AMED）橋渡し研究（シーズ F 代表:渡部直史）に採択され、非臨床

試験（毒性試験・薬物動態試験）を進めている。 

・At-211 標識大型中性アミノ酸誘導体 

芳香環にボロノ基を修飾した大型中性アミノ酸誘導体は、芳香族求電子置換反応により容

易に 211At で標識されることがわかった。この反応は、水溶液中でヨウ化物イオン（触媒）

の存在下で効率よく進む。本法を利用し、がん細胞に高発現するがん細胞型アミノ酸トラン

スポーターLAT1 を標的とした標識薬を開発。有効性を確認し特許申請を行った。 

・At-211 標識金ナノ粒子 

ナノ粒子は、DDS の手段として非常に注目されている。金ナノ粒子に At の標識を行った場

合、そのナノ粒子の安定性が非常に高い(211At-AuNP)。さらに、ポリエチレングリコール（PEG）

を修飾した金ナノ粒子(AuNP-S-mPEG)は生体内での拡散性が良好である。我々は、211At-AuNP-

S-mPEG を腫瘍内に局所または静脈内投与することによって、抗腫瘍効果を得られることを

明らかにし、論文として報告した。 
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白神 宜史 



がんの創薬研究：PET画像診断からα線核医学治療へ 

ギルソン社ピペットマン生誕 50周年記念研究フォーラムにて講演 

2022 年 6 月 14 日～16 日 オンライン 
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